
2026年10月15日 

一般社団法人日本損害保険協会 東北支部 

あきた防災３６５！フェスタを通じて水災補償を周知 

～参加者は水害による浸水棟数について外水氾濫より内水氾濫が多いことに驚き～ 

 

日本損害保険協会東北支部秋田損保会（会長：竹生 知子・損害保険ジャパン株式会社 理事秋田支店長）

は、秋田県主催のあきた防災 365！フェスタに参加し、火災保険に付帯される水災補償保険の必要性を周知

いたしました。 

 

日時：2026年10月11日（日）10：00～16：00 

場所：秋田拠点センターアルヴェ１階 きらめき広場、きらめきコート 

 

同フェスタは、シンポジウムや体験ワークショップなどを楽しみながら、一人ひとりの防災力を高めるこ

とを目的に開催され、当支部の他、NTT 東日本や秋田トヨタグループ、秋田魁新聞社など多くの民間団体も

参加されました。当支部では、①秋田県の水災補償付帯率が東北6県の中で5位であること、②水害による

浸水棟数は外水氾濫より内水氾濫が多いこと、③火災保険金の請求は災害に便乗した悪徳修理業者が存在す

るためご自身で行うことをクイズ形式で参加者に呼びかけました。 

 

参加者からは、「秋田県の水災補償付帯率が東北 6県の中で 5位であることを知って恥ずかしい」、「水害

による浸水棟数が外水氾濫より内水氾濫が多いことにびっくりした」等といった声がありました。また、子

どもも多数来場されたため、子ども用の防災クイズを用いて防災の重要性を学んでもらいました。 

  

なお、当日は約1,100名が来場され、「私たちは、災害にどう備えていけばよいのか」をテーマにシンポジ

ウムが実施されるなど、防災・減災を考えるきっかけになったと思われます。 

 

当支部では、引続き行政等と連携しつつ、防災意識向上に係る取組みを推進して参ります。 

 

  

     

                                               

 

水災補償の必要性を説明する竹生損保会長 防災シンポジウムの様子 


